
公立高校 入試のしくみ
修学旅行や体育祭が終わり、全校生徒の活躍が目立った５月でした。振り返りを大切にして、

これから更にステップアップしてほしいと願っています。これらの経験ひとつひとつが、これか

らのみなさんの道を拓いていきます。

今回の通信は、公立高校の「入試のしくみ」を説明します。 学力検査の入試点

※高等支援学校は、全くしくみが異なります。 ① 500～ 481点

② 480～ 461

◆一般入試 ③ 460～ 441

①内申点 ②学力検査の入試点 ③面接結果 を、各高校が総合的に判断し ④ 440～ 421

て合否を決定していきます。縦軸に内申点、横軸に入試点をとった相関表 ⑤ 420～ 401

に、生徒の成績を当てはめて決めていきます。募集 ⑥ 400～ 381

内申点ランク 人員の 70%を内申点と入試点を同等に扱い、15%を ⑦ 380～ 361

Ａ 315～ 296点 内申点重視、15%を入試点重視として選抜していま ⑧ 360～ 341

Ｂ 295～ 276 す。 ⑨ 340～ 321

Ｃ 275～ 256 ①内申点…１・２年生の学年末の成績を２倍した ⑩ 320～ 301

Ｄ 255～ 236 た数と、３年生の成績を３倍した数を ⑪ 300～ 281

Ｅ 235～ 216 合計した数が内申点です。左の表のよ ⑫ 280～ 261

Ｆ 215～ 196 うにランク付けしています。 ⑬ 260～ 241

Ｇ 195～ 176 ②入試点…令和７年３月４日に行われる学力検査 ⑭ 240～ 221

Ｈ 175～ 156 ５教科各 50分、合計 500点満点です。 ⑮ 220～ 201

Ｉ 155～ 136 右の表のように 20点きざみに分けられ ⑯ 200～ 181

Ｊ 135～ 116 ています。 ⑰ 180～ 161

Ｋ 115～ 96 ③面 接…志望動機、高校見学の感想、総合の時 ⑱ 160～ 141

Ｌ 95～ 76 間に学んだこと、自分の長所・短所等 ⑲ 140～ 121

Ｍ 75～ 63 質問されます。個人面接または集団面 ⑳ 120～ 101

接の形で、学校によっては実施しない ㉑ 100～ 81

場合もあります。 ㉒ 80～ 61

㉓ 60～ 41

㉔ 40～ 21

㉕ 20～ 0
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◆推薦入試

①個人調査書 ②自己推薦書 ③面接結果（一部で英語聞き取りテストや作文が含まれます）

を、各高校が総合的に判断して合否を決定していきます。出願後の変更は認められないことや、

合格内定後は必ず入学するなどの規制等もありますので、出願資格を

しっかりととらえることが重要です。

①個人調査書…北海道教育委員会から出ている様式に、３年間の成績

や総合学習・特別活動の様子、出欠日数等を記入した

ものです。

②自己推薦書…入学を希望する理由や抱負などを自分で書きます。

③面 接 …志望動機をはじめ、自己推薦書に書かれている内容を

質問されます。面接時間が 15～ 20分と長く、多岐に

わたり質問されます。

高校を選ぶときには、入試のしくみを保護者、お子さんの両者がしっかり理解することが大切

です。ご不明の点がありましたら、いつでも中学校までお問い合わせください。

※参照資料として相関表（例）と、令和６年度北海道公立入試（今年の３月に実施済み）の渡島

管内の学校裁量資料を載せています。




